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判
　
例
　
研
　
究

九
六

（
一
．
一
八
二
）

〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
一
一
〕

昭
三
七
2
3
（
服
騙
眠
タ
一
款
蜷
一
）

　
上
告
審
に
お
け
る
訴
訟
引
受
申
立
の
許
否

　
　
訴
訟
引
受
申
立
事
件
（
昭
三
七
・
一
〇
二
二
第
二
小
法
廷
決
定
）

　
　
本
件
申
立
の
要
旨
は
、
申
立
人
X
は
当
裁
判
所
に
お
い
て
、
」
と
の
間
の
昭
和

　
　
三
七
年
度
（
オ
）
第
三
〇
一
号
取
立
命
令
金
請
求
上
告
事
件
係
属
中
の
と
こ

　
　
ろ
、
同
年
四
月
一
二
日
被
申
立
人
Y
に
対
し
て
、
右
取
立
命
令
の
基
本
債
権
で

あ
る
大
阪
高
等
裁
判
所
昭
和
三
三
年
（
ネ
）
第
四
七
一
号
和
解
調
書
に
基
づ
く

元
本
金
三
四
八
、
五
〇
〇
円
お
よ
び
こ
れ
に
対
す
る
昭
和
三
三
年
一
二
月
一
一

日
か
ら
支
払
ず
み
に
至
る
ま
で
年
六
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
債
権
な
ら

び
に
こ
れ
に
伴
う
一
切
の
権
利
を
譲
渡
し
た
か
ら
、
爾
後
被
申
立
人
を
し
て
申

立
人
の
訴
訟
を
引
き
受
け
さ
せ
る
た
め
、
民
訴
七
四
条
に
基
づ
き
本
件
申
立
に

及
ぶ
と
い
う
の
で
あ
る
．
し
か
し
、
民
訴
七
四
条
に
よ
る
訴
訟
引
受
の
申
立
は



事
実
審
の
口
頭
弁
論
終
結
前
に
限
つ
て
な
さ
れ
る
べ
ぎ
も
の
で
あ
り
．
上
告
審

に
お
い
て
右
申
立
を
な
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
ら
、
本
件
申
立
は
不
適
法
と

　
し
て
却
下
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
本
件
申
立
却
下
。

判
旨
に
結
論
的
に
賛
成
す
る
が
、
そ
の
理
由
づ
け
に
は
問
題
が
あ
る
と
考
え

る
。　

民
訴
法
七
三
条
及
び
七
四
条
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
は
学
説
が
対
立
し
て
い

る
。
か
つ
て
学
説
の
多
数
及
び
判
例
は
、
同
条
を
文
理
解
釈
し
て
、
七
三
条
は

権
利
承
継
の
場
合
に
、
七
四
条
は
債
務
承
継
の
場
合
に
適
用
さ
れ
る
と
理
解
し

て
い
た
（
噌
蝶
廼
葎
黙
一
浦
蜜
新
肇
談
離
縫
欝
聖
蓑
警
商
聚
襲

集
五
輯
二
号
三
四
頁
、
大
審
昭
和
一
六
年
一
〇
月
へ
日
民
四
判
民
集
二
〇
巻
一
二
広
九
頁
な
ど
は
、
い
ず

れ
も
七
三
条
に
㌧
わ
ゆ
る
権
利
の
承
紺
の
概
念
を
論
じ
て
㌧
る
　
ま
た
七
四
条
に
㌧
わ
ゆ
る
債
務
の
承
継

と
は
、
必
ず
し
も
民
法
上
の
債
務
に
限
る
こ
と
な
く
そ
の
他
の
請
求
権
に
対
応
す
る
義
務
の
承
継
を
も
含

む
と
す
る
、
昭
和
六
年
六
月
九
日
東
地
民
八
決
新
聞
三
二
八
二
号
七
頁
評
論
二
〇
巻
民
訴
四
四
一
頁
、
昭

和
八
年
一
〇
月
二
二
日
東
控
民
三
決
新
聞
三
六
六
一
号
一
七
頁
評
論
二
三
巻
民
訴
七
四
頁
、
昭
和
一
二
年

二
月
六
日
束
地
民
四
判
新
報
四
六
三
号
二
四
頁
な
ど
は
、
い
ず
れ
竜
債
務
の
承
継
の
概
念
を
論
じ
た
も
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
七
四
条
に
い
わ
ゆ
る
債
務
と
は
人
的
・
物
的
請
求
権
に
対
す
る
義
務
を
も
含
む
と
す
る

昭
和
｝
○
年
四
月
｛
八
日
東
控
民
七
決
新
聞
三
八
五
二
号
五
頁
新
報
四
〇
五
号
｝
｝
頁
評
論
二
四
巻
民
訴

三
四
五
頁
、
そ
の
他
大
審
昭
和
五
年
八
月
六
日
民
四
決
民
集
九
巻
七
七
二
頁
、
昭
和
八
年
四
月
五
日
長
崎
控

足
二
決
新
聞
三
五
五
九
号
七
頁
評
論
二
二
巻
民
訴
二
＝
○
頁
、
大
審
昭
和
八
年
四
月
＝
二
日
民
｝
決
民
集

一
二
巻
五
九
三
頁
、
昭
和
一
〇
年
四
月
一
八
日
東
控
民
七
決
新
聞
三
八
五
二
号
五
頁
新
報
四
〇
五
号
一
一

頁
評
論
二
四
巻
民
訴
三
四
五
頁
、
昭
和
『
○
年
七
月
五
日
金
沢
区
決
新
聞
三
八
六
七
号
一
八
頁
評
論
こ
四

巻
民
訴
三
四
九
頁
、
昭
和
一
一
年
八
月
一
五
日
大
阪
控
民
五
決
新
聞
四
〇
五
〇
号
四
頁
評
論
二
六
巻
民
法

五
四
〇
頁
、
大
審
昭
和
一
一
年
九
月
二
六
日
民
四
判
民
集
『
五
巻
『
七
四
一
頁
、
昭
和
『
二
年
三
月
三
『

日
東
控
民
三
判
新
聞
四
二
二
四
混
．
七
頁
新
報
凶
七
四
号
玩
頑
評
論
二
六
巻
民
訴
二
七
八
頁
、
大
審
昭
和
七

年
七
月
一
二
日
民
二
判
法
学
二
巻
三
六
七
頁
　
な
ど
は
　
㌧
ず
れ
も
承
継
せ
ら
る
べ
ぎ
債
務
の
概
念
規
定

ヒ
専
念
し
て
い
る
の
て
、
こ
の
立
場
を
と
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
後
出
大
審
昭
和
一
一
年
五
月

二
二
日
民
五
判
民
集
一
五
巷
九
八
八
頁
は
、
訴
訟
の
係
属
中
訴
訟
の
目
的
た
る
債
務
を
承
継
し
た
者
か
ら

も
訴
訟
引
受
の
申
立
を
な
し
う
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
債
務
承
継
人
に
ヒ
三
・
七
一
条
の
参
加
承
継

が
許
さ
れ
な
い
と
す
る
前
提
を
と
る
か
ら
て
あ
つ
て
、
し
た
が
つ
て
こ
の
判
例
も
こ
の
立
場
を
と
る
も
の

吐
拷
蹴
硫
は
y
し
か
し
、
か
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
権
利
の
承
継
人
に
訴
訟
の
引

受
承
継
を
強
制
し
た
り
債
務
承
継
人
が
前
主
の
訴
訟
に
参
加
承
継
し
た
り
し

て
、
承
継
ま
で
の
訴
訟
状
態
を
自
己
の
有
利
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
と
い
う
不
都
合
が
生
じ
る
（
葡
雄
ω
蜆
礁
燦
猷
鍵
慰
嚇
棚
漂
藩
鰍
酬
勝
蜘
蝋
購
財
秘
嗣
雌
難

一
五
巻
九
八
八
頁
は
、
民
訴
法
七
四
条
は
、
「
当
事
者
ノ
申
立
二
因
リ
テ
之
ヲ
為
ス
モ
ノ
ナ
ル
旨
規
定
ス

ル
モ
是
レ
唯
一
般
ノ
通
則
ヲ
示
ス
モ
ノ
タ
ル
ニ
止
リ
敢
テ
債
務
ヲ
承
継
ン
タ
ル
第
三
者
ノ
為
二
訴
訟
引
受

ノ
申
立
ヲ
禁
ス
ル
ノ
趣
旨
ト
ハ
解
ス
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ス
蓋
債
務
ヲ
承
継
／
タ
ル
第
三
者
二
訴
訟
ヲ
引
受
／
ム

ル
コ
ト
ハ
蛍
二
権
利
者
タ
ル
原
告
ノ
利
益
タ
ル
ニ
止
ラ
ス
既
存
ノ
訴
訟
費
料
ヲ
利
用
ス
ル
コ
ト
ハ
債
務
承

継
人
ノ
利
便
ト
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
又
訴
訟
ノ
引
受
二
因
リ
テ
新
訴
ノ
提
起
ヲ
阻
止
ノ
得
ル
等

訴
訟
経
済
ノ
点
二
鑑
ミ
ル
モ
寧
ロ
債
務
承
継
人
タ
ル
第
三
者
二
対
シ
テ
モ
訴
訟
引
受
ノ
申
立
ヲ
許
容
ス
ル

ヲ
相
当
ト
ス
ル
カ
故
ナ
リ
」
と
し
て
、
か
か
る
不
都
合
を
排
除
せ
ん
と
し
た
。
か
く
解
す
る
く
ら
い
な
ら

ば
、
む
し
ろ
正
面
か
ら
債
務
承
継
人
に
七
三
条
の
参
加
承
継
を
認
め
る
こ
と
が
よ
り
適
切
て
あ
る
よ
う
に

認
叢
幡
編
窮
鋪
鰍
編
伽
卿
鞠
斜
駐
監
語
鄭
騎
雑
麺
籍
諺
謬

さ
ら
に
、
七
三
・
七
四
条
が
参
加
承
継
・
引
受
承
継
を
認
め
た
理
由
の
一
つ
で

あ
る
訴
訟
経
済
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
も
（
翻
偉
起
砒
焔
降
は
○
凋
勧
細
鯨
賄
馳
閃
磯
循
礫
眠

あ
る
が
、
こ
の
制
度
が
認
め
ら
れ
た
趣
旨
は
、
第
二
〇
一
条
第
一
項
前
段
に
対
応
し
．
口
頭
弁
論
終
結
前

に
判
決
の
効
力
を
承
継
人
に
及
ぼ
す
へ
き
原
因
が
発
生
し
た
と
き
は
、
訴
訟
を
引
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
当

綿
賭
齢
禰
赫
か
の
杯
硬
魏
礁
脚
“
で
噺
融
経
）
、
か
か
る
不
都
合
は
除
却
せ
ら
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
、
七
三
条
は
「
権
利
の
譲
渡
」
と
い
い
七
四
条
は
「
債
務
の
承

継
」
と
い
う
が
、
こ
れ
を
も
つ
て
承
継
者
が
訴
訟
に
参
加
す
る
通
常
の
場
合
及

び
承
継
者
に
訴
訟
を
強
制
的
に
引
受
さ
せ
る
通
常
の
場
合
を
表
示
し
た
に
過
ぎ

ず
、
か
か
る
文
言
よ
り
、
債
務
承
継
人
の
参
加
承
継
や
権
利
承
継
人
の
引
受
承

継
を
排
除
す
る
と
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
く
し
て
．
権
利
の
譲
渡
・

債
務
の
承
継
を
問
う
こ
と
な
く
、
七
三
条
は
参
加
承
継
を
、
七
四
条
は
引
受
承

継
を
規
定
す
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
記
の
不
都
合
を
解
消
せ
ん

と
す
る
見
解
が
近
時
有
力
と
な
つ
た
（
嫌
可
。
縣
徽
鳳
継
輪
貯
罫
君
ハ
瓦
一
訣
頑
腓
縣
距
流

（
全
集
）
二
三
二
－
三
頁
、
伊
東
民
訴
法
一
一
八
ー
九
頁
、
山
木
戸
「
訴
訟
参
加
と
訴
訟
承
継
」
講
座
三
〇

五
頁
。
な
お
小
室
「
民
訴
七
三
条
七
四
条
の
法
意
」
民
商
『
『
巻
九
号
四
二
〇
頁
は
、
後
出
大
審
昭
和
三

二
年
九
月
　
七
日
の
判
決
を
批
評
し
て
「
判
旨
は
ヒ
三
条
、
七
四
条
の
解
釈
論
と
し
て
は
、
や
や
無
理
を

犯
し
た
も
の
と
い
う
感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い
が
、
現
行
法
の
も
と
で
訴
訟
物
の
譲
浸
に
合
理
的
に
対

処
す
る
に
は
、
妥
当
な
解
釈
と
評
せ
さ
る
を
え
な
い
」
と
さ
れ
る
．
こ
れ
に
反
し
て
佐
々
木
「
上
告
審
に

お
け
る
訴
訟
引
受
申
立
の
許
否
」
民
商
四
九
巻
一
号
は
訴
訟
状
態
説
の
立
場
に
そ
の
基
礎
を
お
く
こ
の
見

解
に
対
し
て
疑
問
を
提
出
し
て
い
る
。
し
か
し
訴
訟
状
態
な
る
観
念
を
全
く
否
定
し
さ
る
こ
と
が
不
可
能

た
以
ヒ
、
訴
訟
状
態
な
る
観
念
に
よ
り
参
加
・
引
受
の
制
度
を
班
由
づ
け
る
こ
と
も
充
分
理
山
が
あ
る
も

の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
意
味
て
訴
訟
状
態
説
に
批
判
的
態
度
を
と
る
三
ケ
月
教
援
が
f
前
掲
一
四
七
頁

以
下
ー
こ
の
見
解
を
と
ら
れ
る
の
は
充
分
納
得
し
う
る
．
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
参
照
。
判
例
と
し

て
は
、
最
高
昭
和
三
二
年
九
月
一
七
日
三
小
民
集
工
巻
九
号
「
五
四
〇
貝
時
報
一
二
四
号
一
〇
貝
新
聞

七
一
号
二
頁
が
、
「
民
訴
七
三
条
、
同
七
四
条
の
両
規
定
は
柑
侯
つ
て
訴
訟
の
目
的
た
る
権
利
ま
た
は
債

判
　
例
　
研
　
究

九
七

（
三
八
三
）



　
　
　
判
　
例
　
研
　
虎

務
の
承
耕
人
及
ひ
相
手
方
に
対
し
既
存
の
訴
訟
状
態
域
自
己
の
灘
め
に
利
用
ぜ
・
、
匁
軸
会
を
平
等
t
与
え
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
と
鯉
す
る
を
相
当
と
す
る
　
け
だ
し
　
権
利
と
い
㌧
、
我
務
と
い
う
も
　
そ
は
畢

育
沸
裏
の
関
係
に
あ
り
、
単
に
権
利
者
ま
た
は
そ
の
承
継
人
に
対
し
て
の
み
既
存
の
訴
訟
状
態
を
利
用
す

ろ
櫟
会
を
与
え
る
こ
と
は
公
平
の
観
念
に
反
し
妥
当
を
欠
く
か
ら
て
あ
る
。
そ
れ
故
に
　
民
訴
七
三
条
の

趣
意
は
、
承
継
人
が
自
ら
進
ん
で
既
存
の
訴
訟
に
加
入
し
う
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
同

洪
七
四
条
の
趣
意
は
従
来
の
訴
訟
の
当
事
者
が
承
継
人
を
強
制
し
て
訴
訟
に
参
加
せ
し
め
う
る
こ
と
を
認

あ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
承
継
人
喩
訴
訟
の
目
的
た
る
権
利
ま
た
は
債
務
切
い
ず
地
の
承
継
人
た
る
を

間
わ
な
し
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
　
民
訴
七
三
条
は
権
利
の
譲
受
と
い
い
　
ま
た
　
同
法
七
四
条
は
債

務
の
承
継
と
い
う
も
、
こ
は
単
に
通
常
の
場
合
を
例
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
債
務
承
継
人
の
民
訴
七
三
条
　
同
七
一
条
に
よ
る
訴
訟
参
加
が
否
定
さ
れ
　
ま
た
　
権
利
承
継
人
に

対
す
る
同
法
七
四
条
に
よ
る
訴
訟
引
受
の
申
立
が
否
定
さ
れ
た
も
の
と
解
す
べ
ぎ
で
な
い
」
と
し
．
昭
和

ゴ
．
四
年
一
月
｝
四
日
広
島
高
三
判
高
裁
民
集
一
二
巻
一
号
一
頁
時
報
一
七
九
号
一
九
頁
、
昭
和
三
四
年
一

二
月
二
二
日
東
高
民
八
決
下
級
撮
集
一
〇
巻
一
二
号
二
六
九
一
頁
東
高
民
時
報
一
〇
巻
一
二
号
三
ご
二
頁

な
ど
も
こ
れ
に
な
ら
つ
て
い
る
　
前
老
に
つ
い
て
は
小
室
前
掲
並
び
に
鈴
木
判
例
解
説
続
判
例
百
選
一
五

〇
頁
参
照
。
こ
れ
ら
判
例
の
基
礎
に
も
、
承
継
時
の
訴
訟
状
態
を
承
継
人
及
ひ
相
手
方
に
ひ
と
し
く
利
用

す
る
余
地
を
与
え
る
こ
と
が
当
事
者
間
の
公
平
を
図
る
も
の
と
す
る
考
え
方
が
存
す
る
点
で
は
、
訴
訟
状

撫
灘
侃
敗
胸
視
解
肋
撒
髄
随
球
助
騒
拷
厩
窃
渕
鱗
離
嫌
仔
）
。
私
は
、
承
継
時
の
訴
訟
状
態

を
承
継
人
乃
至
相
手
方
が
そ
の
有
利
に
利
用
し
う
る
機
会
を
等
し
く
与
え
ら
れ

る
こ
と
は
、
当
事
者
間
の
公
平
を
図
る
も
の
と
考
え
る
か
ら
（
脱
諏
勲
嬬
勤
獣
齢
肚
酬

傭
吻
槻
聴
批
郁
磁
斌
諏
諦
撚
解
婚
轍
物
初
鳳
嘩
憧
斬
鰍
細
翻
蒔
莇
翻
凝
瞭
ま
）
、
こ
の
近
時
の
有

力
説
が
正
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
見
解
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
引
受
申
立
は

明
ら
か
に
七
四
条
の
引
受
承
継
の
申
立
に
該
当
す
る
。

　
そ
こ
で
次
に
、
前
主
が
七
四
条
の
引
受
承
継
の
申
立
を
な
し
う
る
か
否
か
、
換

言
す
れ
ぽ
、
引
受
承
継
の
申
立
人
は
前
主
の
相
手
方
に
限
る
か
前
主
を
も
含
む

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
鱒
継
畝
鰯
紳
肚
訟
読
酌
砺
桶
齢
財
麟
葡
耀
献
赫
昭
y

こ
の
点
に
つ
い
て
も
見
解
が
対
立
し
て
い
る
。
申
立
の
利
益
を
も
つ
の
は
前
主

の
相
手
方
に
限
ら
れ
、
前
主
た
る
当
事
者
で
は
な
い
か
ら
、
前
主
た
る
当
事
者

は
引
受
承
継
の
申
立
権
を
も
た
な
い
と
す
る
見
解
を
も
つ
て
妥
当
で
あ
る
と
考

え
る
（
欝
謙
堅
翌
顛
面
硯
懸
謬
翫
吾
、
堵
民
訴
茜
条
に
い
わ
ゆ

る
「
債
務
の
承
継
」
を
か
つ
て
の
多
数
説
の
ご
と
く
文
理
解
釈
し
た
場
合
、
訴

訟
状
態
が
債
務
者
側
に
有
利
で
あ
れ
ば
前
主
の
引
受
申
立
を
認
め
る
利
益
は
、

九
八

（
三
八
四
）

相
手
方
が
引
受
の
申
立
を
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
意
味
で
存
す
る
と
解
す
る

余
地
は
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
訴
訟
参
加
・
訴
訟
引
受
制
度
を
訴
訟
状
態
の
維
持
・

訴
訟
経
済
に
奉
仕
す
る
も
の
と
す
る
考
え
方
を
徹
底
す
る
と
、
或
い
は
前
主
に

引
受
申
立
権
を
認
め
る
余
地
が
考
え
ら
れ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
（
誰
恥
躰
爾
翻
軌

縮
嫡
肌
）
。
し
か
し
、
民
訴
法
七
四
条
に
い
わ
ゆ
る
「
債
務
の
承
継
」
を
か
つ
て

の
多
数
説
の
な
し
た
よ
う
に
解
釈
し
え
な
い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ

る
。
ま
た
、
参
加
・
引
受
制
度
を
訴
訟
状
態
の
維
持
・
訴
訟
経
済
の
目
的
に
奉

仕
す
る
も
の
と
す
る
見
解
を
認
め
る
に
し
て
も
、
そ
の
こ
と
か
ら
た
だ
ち
に
前

主
に
引
受
申
立
権
を
認
め
る
と
い
う
帰
結
は
導
き
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
蓋
し
、

訴
訟
状
態
の
維
持
の
要
請
と
い
い
訴
訟
経
済
の
要
請
と
い
つ
て
も
、
当
事
者
が

承
継
あ
る
ま
で
の
訴
訟
状
態
を
自
己
の
有
利
に
利
用
す
る
意
思
を
前
提
と
し
て

始
め
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
前
提
を
欠
く
限
り
、
こ
れ
ら
の
要

請
は
作
用
し
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
権
利
・
義
務
の
承
継
に

際
し
て
前
主
は
承
継
後
の
訴
訟
の
な
り
ゆ
ぎ
に
つ
ぎ
直
接
の
利
害
関
係
を
も
た

な
い
の
が
通
常
て
あ
る
か
ら
、
前
主
に
つ
い
て
承
継
時
の
訴
訟
状
態
を
自
己
の

有
利
に
利
用
す
る
意
思
は
通
常
問
題
と
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
、
訴
訟
状
態
の

維
持
・
訴
訟
経
済
と
い
う
要
請
か
ら
前
主
に
引
受
申
立
権
を
認
め
る
理
由
は
な

い
と
考
え
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
本
件
の
場
合
承
継
人
Y
が
七
三
・

七
一
条
の
参
加
を
な
す
か
、
訴
訟
の
被
告
J
が
Y
に
対
し
て
七
四
条
の
引
受
承

継
の
申
立
を
な
す
な
ら
ば
と
に
か
く
と
し
て
、
前
主
X
が
Y
を
被
申
立
人
と
し

て
引
受
承
継
の
申
立
を
な
す
こ
と
は
、
当
事
者
適
格
を
欠
き
許
さ
れ
な
い
と
解

す
べ
き
で
あ
る
．
本
決
定
は
こ
の
点
に
つ
い
て
の
判
断
を
欠
い
て
い
る
．

　
訴
訟
要
件
の
調
査
に
際
し
て
各
種
の
訴
訟
要
件
と
同
列
に
扱
う
か
、
或
い
は



そ
の
審
理
に
順
序
が
あ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
必
ず
む
も
見
解
は
一
致

し
て
い
な
い
が
、
論
理
的
に
抽
象
的
一
般
的
要
件
か
ら
具
体
的
特
別
的
要
件
へ

と
順
次
調
査
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
（
礁
冴
陣
孫
恥
）
、
申
立
人
適

格
の
点
を
ま
ず
も
つ
て
検
討
し
、
こ
の
点
で
本
件
申
立
を
却
下
す
べ
き
で
は
な

か
つ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
最
後
に
、
七
四
条
の
申
立
は
上
告
審
で
も
な
さ
れ
う
る
や
否
や
の
点
に
つ
い

て
検
討
す
る
．
通
説
は
、
上
告
審
で
原
判
決
が
破
棄
さ
れ
事
実
審
に
差
戻
さ
れ

る
可
能
性
の
存
す
る
限
り
参
加
の
利
益
あ
り
と
す
る
見
地
か
ら
参
加
承
継
は
上

告
奪
も
馨
れ
る
ぎ
な
が
宅
（
藩
灘
諾
蛋
協
離
諜
曜
）
、
引

受
承
継
の
申
立
は
事
実
審
の
口
頭
弁
論
終
結
前
に
限
り
許
さ
れ
上
告
審
で
は
許

さ
れ
な
い
と
解
し
て
い
る
（
隙
ゴ
燃
妹
）
。
こ
の
見
解
は
二
つ
の
点
で
問
題
が
あ

る
。
第
一
に
、
参
加
承
継
と
引
受
承
継
の
場
合
を
区
別
し
て
考
え
る
必
要
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
．
蓋
し
、
引
受
承
継
の
場
合
も
上
告
審
で
原
判
決
が
破
棄

さ
れ
事
件
が
事
実
審
に
差
戻
さ
れ
る
可
能
性
の
存
す
る
限
り
、
参
加
の
利
益
が

存
す
る
と
同
様
に
引
受
の
利
益
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
．
し
か

し
、
第
二
に
、
そ
も
そ
も
上
告
審
に
お
け
る
参
加
の
利
益
が
論
者
主
張
の
如
く

存
す
る
や
否
や
は
疑
問
で
あ
る
。
三
ケ
月
教
授
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
上
告

が
理
由
が
あ
る
か
ど
う
か
の
判
定
に
つ
い
て
は
参
加
人
の
主
張
を
考
慮
し
つ
つ

（
脚
搬
樋
咳
舵
し
）
、
そ
の
結
果
消
極
的
結
論
に
達
し
た
と
き
に
遡
っ
て
不
適
格
と

な
る
と
す
る
の
は
論
理
的
に
矛
盾
で
あ
る
し
、
単
に
破
棄
を
求
め
る
限
度
で
は

実
は
ま
だ
独
立
参
加
人
と
し
て
行
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
（
蝉
に
開
鋤
鯵
卿

研
賄
揃
紅
奴
陣
）
、
判
例
（
肚
即
鯉
湘
レ
糧
尊
卜
配
朋
乾
ハ
）
の
よ
う
に
独
立
の
訴
の
提
起
で

あ
る
以
上
上
告
審
で
は
で
き
な
い
と
す
る
の
が
正
し
い
」
と
さ
れ
る
（
前
端
囎
一
一
）
．

判
　
例
　
研
　
究

止
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
同
じ
理
由
か
ら
上
告
審
に
お
け
る
引
受
承
継
の
申
立

も
不
適
法
と
し
て
許
さ
れ
ず

謡
尋

、
却
下
さ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
（
三
3
朋
剛
鵬
嬬
杷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
　
川
　
　
明
）

昭
三
七
盟
へ
濃
縞
眠
豫
一
麻
蜷
］
）

　
詐
害
行
為
取
消
の
訴
と
債
権
の
消
滅
時
効
の
中
断

　
　
田
害
行
為
取
消
並
売
掛
代
金
、
而
求
事
件
（
昭
三
七
・
一
〇
・
↓
二
第
二
小
法
廷

　
　
判
決
）

　
　
原
告
A
・
B
・
C
・
D
は
被
告
払
、
に
対
し
て
詐
害
行
為
た
る
L
L
問
（
L
が
債

　
　
務
者
L
．
は
受
益
者
）
の
土
地
建
物
売
買
契
約
お
よ
び
第
二
建
物
贈
与
契
約
の
取

　
　
消
と
こ
れ
に
伴
う
各
登
記
の
抹
消
と
を
訴
求
．
の
ち
に
、
被
告
昭
（
債
務
者
）

　
　
に
対
し
て
右
．
㎡
害
行
為
取
消
の
基
本
を
な
す
売
掛
代
金
支
払
請
求
の
訴
を
お
こ

　
　
し
、
両
訴
の
弁
論
は
併
合
さ
れ
た
．
昭
の
時
効
に
よ
る
債
務
消
滅
の
抗
弁
に
つ

　
　
き
、
売
掛
代
金
債
権
の
消
滅
時
効
は
前
の
L
に
対
す
る
詐
害
行
為
取
消
の
訴
の

　
　
提
起
に
よ
つ
て
中
断
さ
れ
て
い
る
と
原
告
側
は
主
張
し
た
が
、
原
審
が
こ
れ
を

　
　
認
め
ず
原
告
側
を
敗
訴
さ
せ
た
の
で
、
原
告
側
か
ら
上
告
。
上
告
人
は
、
な
る

　
　
ほ
ど
、
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
の
被
告
は
L
で
あ
つ
て
L
で
は
な
い
し
、
た
し
か

　
　
に
、
兄
に
対
す
る
当
該
債
権
・
て
の
も
の
も
、
先
決
問
題
と
し
て
主
張
さ
れ
た
だ

　
　
け
で
訴
訟
物
に
は
な
つ
て
い
な
か
つ
た
が
、
時
効
中
断
の
た
め
に
は
債
権
自
体

　
　
を
訴
訟
物
と
す
る
必
要
は
な
い
筈
で
あ
る
し
、
債
務
者
（
L
）
を
被
告
に
す
る

　
　
こ
と
が
で
ぎ
な
い
当
該
訴
訟
で
こ
れ
を
被
告
と
す
べ
き
で
あ
つ
た
と
い
う
の
は

　
　
無
理
な
話
だ
、
と
主
張
し
た
。
最
高
裁
い
わ
く
、
「
し
か
し
、
上
告
人
ら
は
、
右

　
　
訴
訟
に
お
い
て
、
単
に
詐
害
行
為
取
消
の
先
決
間
題
た
る
関
係
に
お
い
て
、
本

　
　
件
売
掛
代
金
債
権
を
主
張
す
る
に
と
ど
ま
り
、
直
接
、
債
務
者
た
る
被
上
告
人

九
九

（
三
八
五
）



判
　
例
　
研
　
究

…
：
に
対
し
裁
判
上
の
請
求
を
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
右
詐
害
行
為
取
消

訴
訟
の
提
起
を
も
つ
て
、
同
被
上
告
人
に
対
す
る
前
示
債
権
の
時
効
の
中
断
が

あ
つ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
．
こ
の
理
は
、
右
訴
訟
に
お
い
て
被

上
告
人
・
－
が
相
手
方
た
る
適
格
を
認
め
ら
れ
な
い
た
め
当
事
者
と
し
て
訴
訟

に
関
与
す
る
に
由
な
い
か
ら
と
い
つ
て
、
な
ん
ら
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
と
。
ー
棄
却
．

　
受
益
者
に
対
す
る
詐
害
行
為
取
消
の
訴
を
も
つ
て
し
て
は
、
債
権
者
が
債
務

者
に
対
す
る
自
己
の
債
権
の
消
滅
時
効
を
中
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

趣
旨
は
、
既
に
昭
一
七
・
六
・
二
三
の
判
決
を
も
つ
て
大
審
院
が
判
示
し
た
と

こ
ろ
で
あ
つ
た
（
課
牒
隻
捲
恥
）
．
本
件
は
大
審
院
の
こ
の
態
度
を
最
高
裁
判
所

が
踏
襲
す
る
こ
と
を
明
か
に
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
問
題
は
、
右
大
審
院
判

例
に
つ
い
て
当
時
小
山
教
授
が
正
し
く
も
指
摘
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、
債
権
自
体

を
訴
訟
物
と
す
る
の
で
な
け
れ
ば
時
効
を
中
断
す
る
に
足
り
な
い
か
ど
う
か
、

お
よ
び
、
直
接
債
務
者
に
向
け
ら
れ
た
訴
で
な
け
れ
ば
時
効
の
中
断
に
適
し
な

い
か
ど
う
か
の
二
点
に
あ
り
、
且
つ
、
と
く
に
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
に
つ
い
て

は
、
判
例
理
論
が
債
務
者
に
被
告
適
格
を
認
め
な
い
関
係
か
ら
、
後
の
点
に
重

占
｛
が
お
か
れ
て
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
（
冊
梯
粥
刷
鞍
鱒
滋

鰍
事
）
．
そ
の
前
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
昭
三
四
・
二
・
二
〇
最
轟
、
同
判
（
嘱
諜

謄
ガ
罵
一
一
）
に
関
連
し
て
既
に
触
れ
て
、
時
効
中
断
効
を
訴
訟
物
の
範
囲
に
係
ら
し

む
べ
き
で
は
な
い
趣
旨
を
説
き
（
躰
講
監
脂
攣
一
養
鵬
秋
に
順
慰
蹴
鮎
癒
か
鵬
鰭
畑
彬
礎

赫
あ
）
、
昭
三
七
・
八
・
一
〇
最
高
判
（
顎
喋
虹
訟
謄
郎
）
と
の
関
係
で
同
じ
趣
旨
を
確

認
し
て
お
い
た
の
で
（
服
嫡
細
杁
蜷
五
）
、
こ
こ
に
は
、
こ
れ
ら
を
援
用
す
る
に
と

ど
め
る
。
卑
見
は
、
こ
れ
を
要
す
る
に
、
時
効
中
断
の
有
無
を
考
え
る
の
に
、

一
〇
〇

（
三
八
六
）

債
権
自
体
が
訴
訟
物
に
な
つ
た
か
先
決
問
題
に
過
ぎ
な
か
つ
た
か
を
問
う
必
要

な
く
、
事
は
よ
ろ
し
く
権
利
の
上
に
眠
る
の
態
度
を
破
り
え
た
か
否
か
を
具
体

的
状
況
か
ら
純
実
体
法
的
に
判
断
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
決
せ
ら
る
べ
し
、
と
い

う
に
帰
す
る
。
こ
れ
と
異
な
る
訴
訟
法
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
固
執
す
る
判
旨

が
、
後
の
問
題
点
、
す
な
わ
ち
債
務
者
自
身
が
被
告
と
な
つ
て
い
な
い
訴
で
時

効
の
中
断
が
で
き
る
か
否
か
の
点
に
つ
い
て
、
否
定
の
態
度
を
と
る
の
は
事
理

の
当
然
で
あ
る
と
と
も
に
、
否
定
の
態
度
を
と
る
以
上
、
被
告
適
格
の
な
い
債

務
者
を
ど
う
捉
え
て
い
つ
た
ら
よ
い
の
か
（
債
権
自
体
に
つ
い
て
給
付
の
別
訴

を
わ
ざ
わ
ざ
起
こ
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
そ
れ
は
不
経
済
な
こ
と
で
は

な
い
の
か
、
等
）
に
全
く
言
及
し
な
い
の
は
、
上
告
理
由
に
答
え
る
に
不
親
切

の
識
り
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
い
．
既
に
し
て
実
体
法
的
な
ア
プ
・
i
チ
を

す
べ
き
も
の
と
す
れ
ば
、
債
務
者
自
身
が
被
告
で
あ
る
か
否
か
も
、
亦
、
直
接

の
問
題
と
は
な
ら
ず
、
債
権
者
の
債
務
者
に
対
す
る
債
権
が
行
使
さ
れ
て
い
れ

ば
足
り
る
で
あ
ろ
う
。
固
よ
り
、
債
務
者
に
被
告
適
格
を
認
め
な
い
判
例
理
論

を
一
お
う
前
提
と
す
れ
ば
、
詐
害
行
為
取
消
訴
訟
で
は
、
受
益
者
に
対
す
る
関

係
で
債
権
が
行
使
さ
れ
て
い
て
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
の
債
権
の
行
使
は

な
い
が
ご
と
く
で
あ
る
が
、
こ
の
前
提
を
姑
く
承
認
す
る
と
し
て
も
、
対
受
益

者
か
ぎ
り
で
作
用
す
る
と
見
え
る
も
の
は
取
消
権
で
あ
つ
て
債
権
で
は
な
く
、

こ
の
取
消
権
の
”
効
力
”
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
限
度
で
債
務
者
と
の
関
係

て
も
債
権
は
行
使
さ
れ
て
い
る
と
い
つ
て
よ
い
（
掛
剛
舖
蝿
判
》

　
判
旨
に
は
反
対
で
あ
る
（
読
継
ポ
鉢
耕
ヒ
匙
瀞
欧
櫨
ガ
噌
罧
轍
畷
耽
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
東
　
乾
）


